







































 別科プログラムにおいても、2011 年度より上述の 3 つの能力（言語能力、社
会言語能力、社会文化能力）を意識したカリキュラムに移行し、それらの評価に
関して試行錯誤を続けている。例えば、言語能力および社会言語能力は、CEFR
（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, Teaching, 



































































                                                                 
2 ワークシートは日本語インターアクション 2 の担当教員が作成した。日本語インターアクション 1 で
は、授業運営上の理由から、次の(1)、(2)の修正を加えて使用した。(1)教示を英語のみにする。(2)







ション 1（以下、レベル 1）の学生 3 名と、初級後半レベルにあたる日本語イン
ターアクション 2（以下、レベル 2）の学生 8 名、合計 11 名を対象とした。うち
男性は 4 名、女性は 6 名で、平均年齢は 22.4 歳であった。 
レベル 1 の学生は、いずれも出身が同じで、母国の所属大学における日本語教
育を同一の教員から受けていた。3 名（男性 2 名、女性 1 名、平均年齢 22.3 歳）
全員が調査参加者となった。 
レベル 2 の学生は、1 名が母国の所属大学の事情による早期帰国により活動に
十分参加できなかった。このため、この 1 名を除く 7 名（男性 2 名、女性 5 名、
平均年齢 22.4 歳）が調査参加者となった。 





 1 学期間に約 2-3 週間に 1 回の頻度で、計 7 回提出させた。全 7 回分の記述内
容のピアによる振り返りを、2015 年 1 月 6 日の授業で実施した。具体的には、
教員アカウントの Googleドライブに学生ごとの Googleドキュメントファイルを
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４－２－２ 初級後半レベル 





表 1 調査参加者の背景 




101 アメリカ 女 20 0～5 
102 アメリカ 男 20 0～5 




201 スペイン 女 21 0～5 
202 スペイン 男 28 0～5 
203 カタルーニャ 女 21 0～5 
204 カタルーニャ 女 23 0～5 
205 タイ 女 21 5～10 
206 インドネシア 女 22 0～5 
207 インドネシア 男 21 3～8 
平均    22.4 5.8 
標準偏差    2.69 1.75 
最大    28 10 










が 91.43%（最大 100.00%、最小 80.00%）、標準偏差が 8.25 であった。初級後半
レベルは、平均が 91.14%（最大 100.00%、最小 85.71%）、標準偏差が 10.69 であっ








 A の割合では、初級前半レベルは、平均 27.78%（最大 50.00%、最小 0.00%）、
標準偏差が 25.46 であった。初級後半レベルは、平均が 22.14%（最大 50.00%、
最小 0.00%）、標準偏差が 18.68 であった。全体としては、平均が 23.83%（最大
50.00%、最小 0.00%）、標準偏差が 19.60 であった。これらの結果から、このタイプ
の記述は、初級前半レベルのほうが初級後半レベルよりやや選択の割合が高く、個
人差が大きかったことがわかる。また、全体としても個人差が大きかったといえる。 
 B の割合では、初級前半レベルは、平均 46.83%（最大 57.14%、最小 33.33%）、
標準偏差が 12.22 であった。初級後半レベルは、平均が 5.71%（最大 40.00%、最
小0.00%）、標準偏差が15.12であった。全体としては、平均が18.05%（最大57.14%、
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初級後半レベルのほうが個人差が多かったことがわかる。また、全体としても個
人差が大きかったといえる。 
 C の割合では、初級前半レベルは、平均 25.40%（最大 42.86%、最小 16.67%）、
標準偏差が 15.12 であった。初級後半レベルは、平均が 65.00%（最大 80.00%、
最小 25.00%）、標準偏差が 19.58 であった。全体としては、平均が 53.12%（最大





たため、語数を計りそれを 2 倍したものを和文文字数相当と見なした。 
初級前半レベルは、平均が 447.13 字（最大 557.71 字、最小 356.33 字）、標準
偏差が 102.14 であった。初級後半レベルは、平均が 211.76 字（最大 336.50 字、
最小 106.25 字）、標準偏差が 89.09 であった。全体としては、平均が 282.37 字（最




（最大 150.35%、最小 43.24%）、標準偏差が 56.92 であった。初級後半レベルは、
平均が 2.34%（最大 96.46%、最小-65.97%）、標準偏差が 65.25 であった。全体と










あるかどうかを、量的に分析する。なお、分析には Microsoft Excel 2010 を用いた。 






表 2 ワークシート提出状況および記述状況 









平均 90.48 27.78 46.83 25.40 447.13 85.66
標準偏差 8.25 25.46 12.22 15.12 102.14 56.92
最大 100.00 50.00 57.14 42.86 557.71 150.35




平均 91.43 22.14 5.71 65.00 211.76 2.34
標準偏差 10.69 18.68 15.12 19.58 89.09 65.25
最大 100.00 50.00 40.00 80.00 336.50 96.46
最小 80.00 0.00 0.00 25.00 106.25 -65.97
全体 平均 91.14 23.83 18.05 53.12 282.37 27.34
標準偏差 9.57 19.60 24.08 25.93 143.30 71.96
最大 100.00 50.00 57.14 80.00 557.71 150.35
最小 80.00 0.00 0.00 16.67 106.25 -65.97
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 次に提出率、記述タイプ（A/ B/ C）、記述量、記述量増加率のそれぞれについ
て、初級前半レベルと初級後半レベルで有意差があるかどうか、t 検定によって


























表 3 ワークシート提出状況および記述状況におけるレベル差 
 初級前半レベル vs. 初級後半レベル 
 
提出率 記述タイプ 記述量 記述量
増加率  A B C 
t -0.136 0.397 4.123 -3.091 3.686 1.908 
P(T<=t)片側 0.448 0.351 0.002** 0.007** 0.003** 0.046* 
t 境界値片側 1.860 1.860 1.860 1.860 1.860 1.860 
P(T<=t)両側 0.895 0.702 0.003** 0.015** 0.006** 0.093 









 本稿では、紙幅の都合から、ストーリーラインは ID#103 の学生のもののみを
以下に提示する。 
 
表 4 ID#103 ストーリーライン 
ID#103 
この学生は、来日当初は、【規範意識】や【社会言語能力】などに注意が向いて





































   a. 学習者のビリーフは要因となりうる。 
   b. 学習者の思考スタイルは要因となりうる。 
   c. 学習者の認知的能力は要因となりうる。 
   d. 学習者の持つ学習ストラテジ （ーリソース活用）は要因となりうる。 
(2)社会文化の学習プロセス 
   a. 初期は可視化されやすい社会文化に注意が向き、徐々に可視化され
にくいものへと注意が移行する。 
(3)社会文化に関する学習が学習者にもたらすもの 
   a. 多様性の許容態度をもたらす。 
   b. 学習者の思考スタイルは成功要因となりうる。 


































   a. 知識は経験によって裏付けられ、修正される。 
   b. 経験に付随する感情が知識と結びつき、より個人的な考察として内
化される。 
(2）製品や社会システムと価値観・視点 
   a. 製品やサービスの仕組みなどから、その背景にある価値観を考察す
ることがある。 
(3）人間関係を維持するための行動様式の理解 




   b.その行動の背景にある心情が想像できなければ理解されないことが
ある。 
(4）行動への表出と心情 
   a. 知識として持っている行動様式でも、心情的に寄り添えない場合、
自らの行動として表出されない場合がある。 
   b. 知識として持っている行動様式に従う自分に違和感を覚えながらも、
行動として表出する場合がある。 
   c. 日本人の行動様式に倣うかどうかは、留学生が日本生活における自
分のあり方をどのように捉えているのかによる。 
 (5）仮説の修正 
   a. 留学生は、経験や観察などから仮説を生成し、課題を遂行している。
既有の仮説が揺らぐと、その仮説を修正することがある。 
 (6）分析不可能なルール 





























性は American Council on the Teaching of foreign Languages(ACTFL)が 1996 に出し







（Developmental Model of Intercultural Sensitivity: DMIS）を提唱し、異なる文化を
認識し、その違いに適応していこうとしていく段階を示した。ワークシートでは、
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資料１ ワークシート（ルビは省略） 
日本の「社会」や「文化」にはどのようなルールがあると思いますか。下の１）、２）からどちらかを
選んで、☑ してから書きましょう。Think about the cultural or social norms of Japan. Choose from Bong the 
two choices below and put checkmark on your option. 
□１）前から知っていたルールを自分の経験から考え直す. 
Choose a particular norm that you heard about before coming to Japan and compare it with your own new 
experiences here. 
  □知っていたルールは正しかった The norm seems to work correctly. 
□ルールを修正する必要がある The norm seemingly needs to be modified.  
□２）自分の経験から新しいルールを考える 
Formulate a new norm on the basis of your new experiences in Japan. 
名前：                       【記入日】： 年  月   
日本の社会や文化のルール The particular norm you intend to discuss. 
 
どんな経験からルールのことを考えましたか  
What are your own experiences relating to the particular norm of your choice? 
 
そのルールについて、どう思いますか。クラスメートに自分の考えを伝えましょう。 
What do you think about the particular norm? Share your thoughts/feelings with your classmates. 
 
クラスメートからのコメント Comments from classmates 
 
少し時間が経ってから、もう一度そのルールについて考えてみましょう。 
Review the norm after a brief interval. Do you have a different feel about it now? 
 
 
【記入日】： 年  月  日 
